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東芝の環境ビジョン（環境ビジョン2050）
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東芝の環境ビジョン（第４次ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗﾝ）
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ファクターＴ の考え方

環境効率の分子・分母ともに統合評価値を用いる

消費者の価値観に基づく統合化

＊LIME （日本版被害算定型影響評価手法） は、産業技術総合研究所（AIST）がLCAプロジェクト
と連携して開発したLCIA手法

環境効率 ＝
環境負荷

製品・サービスの価値

QFD（品質機能展開）を用いて、

複数機能を重み付け統合化

LIME(*)を用いて、環境被害

金額として統合化
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ファクターＴ の考え方
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ファクターＴ の考え方



9

• 東芝の環境効率とファクターＴ取り組み

• 製品への展開

• ファクターＴ算出

• 製品への環境調和設計実施例紹介
（省エネ・省資源／ＰＣＢ小型・薄肉Ｍｇ）

• 環境効率を用いた社外環境訴求例

• 社外からの環境対応評価

• まとめ



10

モバイル

ホーム／オフィス

ネット

東芝ＰＣ ラインナップ

東芝ＰＣは、エンターテイメント（ハ
イエンド）からネット（ローエンド）
まで広くシリーズ化している中で、

各シリーズでの環境効率を把握し、

設計・販売への戦略に繋げています。

エンターテイメント
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環境経営指標としての環境効率の取り組み

東芝環境方針

カンパニー環境方針

各設計種環境基準

環境対応設計

製品認定時の環境
対応実施確認

製品系ボランタリープラン
（ファクターＴ算出）

品質（ＩＳＯ９００１）
（環境アセスメント実施記録）

各種環境展示会

・営業訴求

環境調和型

製品提供

東芝総合環境監査

／ＩＳＯ１４００１

東芝全社としての環境
対応施策実施状況は、
環境経営監査として、カ
ンパニーの業績評価に
結びつき、東芝全体の
環境施策向上を狙う。

社内外環境ラベル取得促進
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大容量のデータ保存 6 9
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どこでもインターネットに繋がる 8 9
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QFD-Iマトリクス（ノートＰＣの例）

価値ファクター（分子）の算出

配布資料では非開示とさせていただきます

配布資料では
非開示とさせていただきます
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インベントリ分析

特性化

被害評価

分類化

重み付け

Easy-LCA※ を利用

統合指標

LCAのステップ

LIME※※ の適用

地球温暖化など11種類の影響カテゴリを通じて、

人間健康、生物多様性、社会資産、一次生産
の４つの被害を科学的に求め、環境影響の統合
化まで行う被害算定型のアプローチ

算出インベントリ：CO2、SOX、NOX、ばいじん、
HFC、PFC、SF6、COD、T-N、T-P、原油、石

炭、天然ガス、鉄、銅、アルミ（ボーキサイト）、
鉛、亜鉛、石灰石など31種類

但し、エコリーフも可

環境影響ファクター（分母）の算出

※ Easy-LCA ：東芝の開発したLCA簡易評価ツール。製品のライフ

サイクルにおける環境負荷を定量的に算出する設計支援ツール

※※ LIME (Life-cycle Impact assessment Method based on Endpoint modeling)：
(独)産業技術総合研究所LCA研究センターがLCA国家プロジェクト
（製品等ライフサイクル環境影響評価技術開発；NEDO）と連携し、
日本の環境条件を基礎とした被害算定型環境影響評価手法。
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ライフサイクルでの環境負荷

ＬＣＡを使用した製品のライフサイクルでの環境影響（負荷）評価において、材料調達段
階と使用段階が全体の環境負荷の９０％以上を占めている事から、材料調達段階の
省資源化及び、使用段階の省エネに特化した環境対応施策を展開した。

ライフサイクルステージ毎の環境影響
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大きな環境影響は、材料
調達段階と使用段階にあ
ることが明確になった。
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ファクターＴの算出

５.１１
(2.90，1.76)

価値の改善例

モバイル性向上として持ち歩き時
の落下衝撃性（堅牢性向上）

環境影響低減例

プリント配線板の面積半減
等省資源、消費電力低減
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省資源 (材料調達段階)

・0.45mm厚 マグネシウム筐体
・小型メインプリント基板（７０％低減）

・7mm厚の薄型、軽量DVDドライブ
・ＨＤＤ⇒ＳＳＤ化（８０％低減）
・再生プラスチック採用

省資源（使用段階）
・ウォータブロック構造
・ＳＳＤ化による耐衝撃
・ヘルスモニタでの故障予兆

リサイクル（廃棄段階)
・解体性向上
・有害物質排除
・マテリアルリサイクル促進

省エネ (使用段階)

・ＨＤＤ⇒SSD（９７％低減）
・一発省エネエコボタン
エコユーティリティーでの省
エネの見える化
・バックライトOn/Offスイッチ
付き 半透過型液晶

代表製品での環境調和型設計例

世界最軽量モバイルＰＣの提供

（ＤＶＤ付きモデルで８５０ｇ）＊１

海外ＥＰＥＡＴのＧｏｌｄランク
で最高得点取得

東芝エコユーティリティ

消費電力をリアルタイム表示

エコモード
Off

エコモード
On

＊ＲＸ１，２はシリーズとして
形状等類似としてみなす

＊１：発表当時
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省エネの取り組み

Ecoﾕｰﾃｲﾘﾃ
ｨｰ起動

Power saving items

2009年モデルへの Ecoボタンと Toshiba Ecoユーティリティーの採用

Ecoﾎﾞﾀﾝ

Ecoﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ

週間省エネ蓄積の可視化

- Display brightness: L8->L4
- Illumination off

-LED
-KB backlight

- Change timer of
-HDD off
-Monitor off
-System sleep 

緑の部分が、省エネ効果として使
用者に判るよう視覚化している
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省資源の取り組み

スタックビア構造

従来機種との比較
2006 model 2007 model (RX1)

多層基板において上下層の配線を電気的に
つなぐ接続領域に適用した新しい構造。
特定の層間だけを接続する構造で、はんだ
ボールのピッチに関係なく重なり合うような
配置が可能になる。

質量の低減率
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CSRレポートでの製品環境効率開示
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環境報告書での製品環境効率開示
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dynabook web/カタログでのＬＣＡ環境負荷低減訴求



25

洞爺湖サミットでの訴求(2008/7)

環境展示博での環境効率訴求
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ｸﾞﾘｰﾝITアワードの製品環境訴求への活用

dynabook.com 製品カタログ
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まとめ

■東芝グループは、環境効率・ファクターＴの概念を導入
し、環境経営ツールとして活用

■ファクターＴは、製品価値と環境影響の統合的な指標
として、顧客に対して具体的な改善を表現できる手法

■ファクターＴを用いた高い環境効率製品の創出継続

■環境調和型製品に対する社内外からの高い評価取得

■環境効率向上を製造・販売・技術を通したポリシーとし、
今後の更なる低環境負荷ＰＣの開発を推進
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